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市制施行 100 周年・
水道創設 90 周年記念式典 … ２
令和３年度　市政運営方針 … ４

４月１日から市役所の組織が一部変わります … ６

新型コロナワクチン接種のお知らせ … ７

今月の表紙

サプライズゲストとして桐生
市観光大使の篠原涼子さんが
登場。壇上で「動物園の思い
出」などを語ってくれました。

記念式典で、篠原涼子
さんに特別表彰



　
桐
生
市
は
、
大
正
10
年
3
月
1

日
、
全
国
で
84
番
目
に
市
制
を
施

行
し
、
去
る
3
月
1
日
に
市
制
施

行
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
ば
こ
の
節
目
に
大
勢

の
市
民
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、

盛
大
に
開
催
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す

が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
徹
底
、
内
容
や
規
模

を
大
幅
に
縮
小
し
て
、
3
月
7
日

（
日
）
、
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

シ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
会
議
員
や
県
知

事
、
県
議
会
議
員
、
国
内
親
善
都

市
の
市
長
な
ど
の
来
賓
、
市
政
功

労
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
、
関
係
者
約
３
３
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
記
念
映
像
の
上
映
で
開
幕
し
、

荒
木
市
長
が
「
先
人
た
ち
が
築
い

た
偉
大
な
礎
と
、
今
日
ま
で
伝
統

を
紡
い
だ
熱
き
郷
土
愛
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
１
０
０
年
を

見
据
え
、
し
っ
か
り
と
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
自
治
、
保
健
福
祉
、

産
業
経
済
、
教
育
文
化
、
消
防
、

そ
の
他
の
各
分
野
に
お
い
て
、
市

政
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
表
彰
を
行
い
、
出
席
者

の
皆
さ
ん
と
、
桐
生
市
の
大
き
な

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
庶
務
担
当

（
☎
内
線
５
３
４
）

記
念
映
像

　
記
念
映
像
は
、
こ
の
１
０
０
年

間
の
市
の
様
子
を
、
時
代
ご
と
に

振
り
返
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
来
に
続
く
市
の
取
り

組
み
や
、
市
民
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
企
画
「
未
来
に
つ
な
ぎ
た
い　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
桐
生
の
魅

力
」
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真

も
織
り
交
ぜ
た
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
た
映
像
で
も
あ
り
ま
す
。

　
映
像
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
桐

生
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
視
聴
で
き

ま
す
。
ま
た
、
魅
力
発
信
課
（
市

役
所
２
階
）
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
魅
力
発
信
課
Ｐ
Ｒ

戦
略
担
当
（
☎
内
線
５
０
７
）

１２３

４

５６

桐
生
市
制
施
行
１
０
０
周
年
・

水
道
創
設
90
周
年
記
念
式
典
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３
月
７
日
（
日
）
、
美
喜
仁
桐

生
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
市
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業

「
き
り
ゅ
う
発
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

２
０
０
１
」
で
封
を
し
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
ま
し
た
。

　
収
納
品
の
中
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
や
小
学
生
の
夢
、
２
０
０

０
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真

の
ほ
か
、
当
時
の
ま
ち
並
み
の
写

真
や
雑
誌
類
、
芸
能
界
や
ス
ポ
ー

ツ
界
で
活
躍
す
る
桐
生
市
出
身
者

か
ら
の
品
物
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
魅
力
発
信
課
広
報

担
当
（
☎
内
線
５
０
５
）

「
き
り
ゅ
う
発
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

２
０
０
１
」
開
封
式

８

９

１．会場の様子／２．市長式辞／３．市議
会議長あいさつ／４．来賓の山本一太知事
／５．司会進行は小森谷徹さん／６．万歳三
唱／７・８．笹川堯さんに特別表彰／９．
特別表彰で登場した篠原涼子さん／ 10．市
政功労表彰

10

１．会場の様子／２．鍵の解錠／３．「赤ちゃん
への手紙」を披露／４・５．著名人の収納品

１２３

４５

記念映像
https://youtu.be/-Zf4aRJwWrs

７

市政功労者を表彰

　市政功労表彰12人、特別表彰10人・事業
所、記念表彰227人、奉仕団体など40団体の
表彰を行いました。市政功労表彰の受賞者は
次のとおりです。（敬称略50音順）
▶自治功労（２人）　中野幸三郎、本間光雄
▶�保健福祉功労（５人）　慶野和枝、齊藤キ
ヨ子、髙井礼位子、中島美佐子、松下公子
▶産業経済功労（１人）　松島孝三
▶教育文化功労（１人）　川池三男
▶消防功労（１人）　久保田誠
▶その他功労（２人）　蟹江好弘、山同英雄
問い合わせ＝秘書室（☎内線512）

3 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



▼
未
来
創
生
塾
の
支
援
継
続

▼�

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

の
増
員

▼
新
中
央
共
同
調
理
場
運
用
開
始

▼
放
課
後
子
供
教
室
の
拡
大

▼
新
里
社
会
体
育
館
駐
車
場
舗
装

誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る

安
全
・
安
心
・
便
利
な
ふ
る
さ
と

桐
生
の

「
創
造
」

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整
備

▼�

支
援
が
特
に
必
要
な
母
子
へ
の

養
育
支
援
訪
問
事
業
や
産
後
ケ

ア
事
業
居
宅
訪
問
型
の
導
入

▼�

心
理
士
の
配
置
拡
大
な
ど
に
よ

る
子
ど
も
・
子
育
て
相
談
機
能

強
化

▼�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
支
援
体
制
強
化

▼
桐
生
市
障
害
者
計
画
策
定

▼�

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避

難
支
援
プ
ラ
ン
作
成
推
進

▼�
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
す
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
「
１
０
０
点

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
Ｐ
Ｒ
強
化

▼
「
歩
く
健
康
づ
く
り
」
の
推
進

▼�

桐
生
厚
生
総
合
病
院
の
医
師
確

保
対
策

▼�

み
ど
り
市
と
連
携
し
た
桐
生
厚

生
総
合
病
院
経
営
改
善

▼�

「
ゆ
っ
く
リ
ズ
ム
の
ま
ち
桐
生
」

の
具
現
化

▼�

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
防
災

体
制
づ
く
り

令和３年度 市政運営方針

若
者
が
よ
り
一
層
夢
を
持
て
る

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

「
前
進
」

▼
販
路
拡
大
・
新
事
業
展
開
支
援

▼�

群
馬
大
学
理
工
学
部
を
中
心
と

し
た
産
学
官
連
携
の
推
進

▼
武
井
西
工
業
団
地
の
早
期
完
売

▼
事
業
承
継
支
援

▼�

空
き
店
舗
活
用
型
新
店
舗
開

設
・
創
業
促
進
事
業
補
助

▼
農
業
６
次
産
業
化
促
進

▼
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

▼�
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
手
数
料
補
助

▼
林
業
の
低
質
材
搬
出
利
用
補
助

▼
林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
開
催

▼
総
合
的
な
有
害
鳥
獣
対
策

▼�

公
民
連
携
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
推
進　
　
　

▼�

道
の
駅
く
ろ
ほ
ね
・
や
ま
び
こ

の
駐
車
場
増
設

▼�

「
桐
生
・
み
ど
り
周
遊
観
光
促

進
協
議
会
」
に
よ
る
両
市
を
巡

る
ツ
ア
ー
の
企
画

▼�

赤
城
山
広
域
連
携
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
業

▼�

館
林
市
・
足
利
市
と
連
携
し
た

日
本
遺
産
の
Ｐ
Ｒ

▼
第
２
期
教
育
大
綱
の
推
進

▼�

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
の
検
討

▼�

義
務
教
育
学
校
開
設
に
向
け
た

黒
保
根
小
学
校
の
増
改
築

▼�

サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
の
小
学

校
へ
の
派
遣
拡
充

▼�

第
３
期
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

推
進

▼
錦
町
三
丁
目
団
地
耐
震
改
修

▼
急
傾
斜
地
崩
落
対
策
強
化

▼
学
校
で
の
実
践
的
な
避
難
訓
練

▼�

歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
美

和
神
社
・
西
宮
神
社
周
辺
整
備

▼�

「（
仮
称
）
重
伝
建
地
区
公
開

活
用
施
設
」
整
備

▼�

北
関
東
自
動
車
道
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
の
推
進

▼�

主
要
幹
線
道
路
の
整
備
、
生
活

道
路
や
桐
生
大
橋
の
長
寿
命
化

▼
お
り
ひ
め
バ
ス
の
利
便
性
向
上

▼
新
桐
生
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

▼�

き
り
ゅ
う
暮
ら
し
応
援
事
業

（
住
宅
取
得
応
援
助
成
な
ど
）

▼�

桐
生
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
訂

▼
空
き
家
実
態
調
査
の
実
施

▼�

動
画
配
信
に
よ
る
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
の
利
用
促
進

▼�

新
里
町
へ
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
導
入

▼�

黒
保
根
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
対
応
も
含

む
改
修

▼
桐
生
が
岡
公
園
ト
イ
レ
改
築

▼�

花
見
ヶ
原
・
利
平
茶
屋
森
林
公

園
の
指
定
管
理
制
度
導
入
準
備

▼�

カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

活
用
し
た
自
然
環
境
保
全
啓
発

▼�

水
道
事
業
に
お
け
る
包
括
的
な

民
間
委
託
導
入
準
備

▼�
梅
田
浄
水
場
（
第
一
期
）
の
供

用
開
始

新
た
な
価
値
観
を
皆
で
共
有
で
き

る
持
続
可
能
な
未
来
都
市
へ
の

「
挑
戦
」

▼
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

▼�

地
域
活
動
の
課
題
解
決
に
向
け

た
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
設

置
▼�

本
市
の
魅
力
発
信
な
ど
を
推
進

す
る
広
報
監
の
登
用

▼�

新
た
な
男
女
共
同
参
画
計
画
の

推
進

▼�

地
域
の
発
展
や
魅
力
向
上
に
向

け
た
み
ど
り
市
と
の
連
携
強
化

▼�

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
試
験
運

用
な
ど
行
政
改
革
の
推
進

▼
職
員
不
祥
事
再
発
防
止

▼�

職
員
の
地
域
活
動
促
進
と
研
修

の
充
実

▼�

市
役
所
本
庁
舎
整
備
の
基
本
設

計
・
実
施
設
計

市
制
施
行
１
０
０
周
年
・
水
道
創

設
90
周
年
記
念
事
業

▼�

日
本
遺
産
―
か
か
あ
天
下
ぐ
ん

ま
の
絹
物
語
―
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施

▼�

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
子
ど
も

が
つ
く
る
ま
ち
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
」

桐
生
青
年
会
議
所
と
の
共
催

▼�

「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
～

ふ
る
さ
と
キ
ラ
キ
ラ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
～
」
の
県
と
の
共
催

▼�

未
来
へ
は
ば
た
け　
山
田
製
作

所
桐
生
が
岡
動
物
園
の
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
導
入

　「感性育み　未来織りなす　粋なまち桐生」の実現と桐生ならではの
地方創生に向け、全力で取り組みます。
　今年度の主な取り組みについてお知らせします。
問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎内線 524）

桐生市長　荒木 恵司
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企業会計
81億 4,567 万１千円

特別会計
287億 9,019 万円

一般会計
438 億円

（前年度比7.8パーセントの減少）

令和３年度 予 算 の概要
令和３年度の当初予算についてお知らせします。
問い合わせ＝財政課財政担当（☎内線 527）

会計名 予算額 前年度比
学校給食共同調理場事業 ７億 3,715 万３千円 1.0％
国民健康保険事業 117 億 2,683 万７千円 － 3.5％
介護保険事業 141 億 9,538 万６千円 0.0％
農業集落排水事業 ２億 4,147 万２千円 － 3.3％
新里温水プール事業 2,633 万円 － 59.7％
発電事業 １億 1,522 万円 － 14.5％
後期高齢者医療事業 17 億 4,779 万２千円 3.9％

会計名 予算額 前年度比
水道事業 34 億 1,438 万４千円 － 24.7％
下水道事業 47 億 3,128 万７千円 － 4.2％

　歳入の「市税」は、前年度に比べ 11 億 1,579 万円の減少を見込んでいます。
　歳出は、桐生ガススポーツセンター（市民体育館）、森エンジニアリング桐
生スタジアム（陸上競技場）および学校給食中央共同調理場の竣工などにより、

「教育費」が前年度に比べ約 40 億８千万円の減少となりました。

市税（27.4％）
120 億 799 万６千円

地方交付税（21.5％）
94 億円

市債（7.3％）
31 億 9,260 万円

国庫支出金（14.4％）
63 億 1,640 万１千円

県支出金（7.6％）
33 億 4,701 万３千円

諸収入（6.0％）
26 億 1,707 万２千円

地方消費税交付金（4.9％）
21 億 5,000 万円

繰入金（3.8％）
16 億 7,115 万２千円

その他（7.1％）
30 億 9,776 万６千円

民生費（38.6％）
169 億 2,011 万７千円

教育費（11.6％）
51 億 306 万３千円

土木費（10.1％）
44 億 2,396 万６千円

公債費（9.5％）
41 億 5,847 万円

衛生費（10.1％）
44 億 1,555 万１千円

総務費（8.3％）
36 億 2,659 万１千円

消防費（5.3％）
23 億 1,622 万６千円

商工費（3.8％）
16 億 6,969 万８千円

その他（2.7％）
11 億 6,631 万８千円

「挑戦」桐生工業高校生徒の庁舎設計提案「創造」ゆっくりズム宣言「前進」新学校給食中央共同調理場

歳 入 歳 出

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



市役所の組織が一部変わります
　新たな行政需要に対応し、効果的な行政運営や市民サービスの向上を図るため、
４月１日付けで機構改革を実施し、市役所の組織の一部を次のとおり変更します。
問い合わせ＝総務課庶務担当（☎内線 533）

広報監を新設します
　市では、広報機能の強化を図るため、新たに広報監を設置します。広報監は、
本市の魅力発信と活力豊かなまちづくりに向けた助言・指導などを行います。
　この広報監には、本市出身で元野村證券株式会社取締役、現在はジョイコン
サルティング代表を務める中澤秀夫氏が就任します。
問い合わせ＝魅力発信課 PR 戦略担当（☎内線 507）

４月１日から

新館７階
　ＤＸ推進室
　スポーツ・文化振興課
新館３階
　農林振興課
本館２階
　市民相談情報課

　総務部に「ＤＸ推進室」を新設
し、行政のデジタル化と行政運営
の効率化を目指します。
※ＤＸ＝D

デ ジ タ ル

igital t
トランスフォーメーション

ransformation

デジタル化の推進 市史編さんの準備

　教育委員会生涯学習課文化振興
係を市長部局へ移管し、スポーツ
振興課と統合して「スポーツ・文
化振興課」を新設します。課内に

「市史編さん準備室」を設置し、
市制施行 100 周年を機に、市史
編さんの具体的な検討を開始しま
す。

01 02 経済対策の推進
　新型コロナウイルス感染拡大が
長期化する中、コロナ禍での経済
対策を推進するため、産業経済部
商工振興課内に「新型コロナウイ
ルス経済対策室」を設置し、対策
に取り組みます。

03

その他の主要な組織改編

・ 企画課に「公共施設マネジメント推進室」を設置します。
・ 市民生活部に「市民相談情報課」を新設します。「広聴・相談担当」

と「情報公開担当」を設置し、市民生活の様々な困りごとを相
談できる体制を整えます。

・ 林業振興課と農業振興課を統合し「農林振興課」を新設します。
豚熱への対策や鳥獣による被害対策に、総合的に取り組みます。

04
新設した課の場所

広報きりゅう令和３年４月号 6



新型コロナワクチン接種の
お知らせ

市では、介護老人保健施設の入所者を対象に、４月19日から接種を開始します。
75歳以上を対象とした集団接種・個別接種は、４月26日の週から開始する予定です。
65歳から74歳までの人の接種については、ワクチンの供給状況を見て改めてお知らせします。

各種相談窓口
副反応や後遺症など専門的な問い合わせ

ぐんまコロナワクチンダイヤル
☎ 0570 ‐ 783 ‐ 910

（全日 24 時間）

接種予約・接種券に関する問い合わせ
桐生市予約受付センター（コールセンター）

☎ 44 ‐ 8212
（月～金曜日、午前９時～午後５時（祝日除く））

接種場所と、予約方法

接種券の発送と、予約受付開始日

接種後の副反応について

発送内容は、接種券、接種案内ちらし、予診票（２枚）、ワクチン説明書です。
４月23日（金）までには、65歳以上の市民全員に接種券が届く予定です。

集団接種（市が設置する特設会場で行う接種）

場所＝総合福祉センター（新宿三丁目）、新里
町保健センター、黒保根町保健センター（新
里・黒保根地区は日を限定して実施）

個別接種（各保険医療機関において行う接種）

場所＝50以上の保険医療機関
※対象保険医療機関は、接種券に同封のちらし
に記載するほか、市ホームページに掲載します。

電話で、桐生市予約受付センターへ 電話で、各保険医療機関へ
予約は 予約は

　接種すると、インフルエンザの予防接種などと同様
に、接種後に接種箇所の痛みや発熱などの反応が出る
場合があります。また、アナフィラキシーなどの重い
副反応については、症例報告ごとに厚生労働省のホ
ームページ（https://www.mhlw.go.jp/index.html）
にて情報が公開されています。

※副反応への対応のため、接種後に適切な待機時間を
設けたり、応急対処用の治療薬整備や、救急との連携
をとったりします。そのため、１日に接種できる人数
が制限されることもありますが、ワクチンの供給に合
わせ、皆さんが接種を受けられるよう適切な体制づく
りに努めますので、ご協力をお願いします。

４月12日の週から接種券を発送

　　　４月19日(月)から、予約受付開始

４月19日の週から接種券を発送
　　 　予約受付は、ワクチンの供給状況を考慮

　して調整を行い、決定次第公表します。

75 歳以上の人 65歳から 74歳までの人

３. すべての人に健康と福祉を7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



　　空き店舗活用型
　　新店舗開設・
　　　　創業促進事業補助金
　中心市街地の空き店舗などを改修し出店する人

に、改修工事費の一部を補助します。

対象＝次の全てを満たす事業者

●�個人の場合は市内に居住、法人の場合は市内に法

人登記を有する

●市税などを滞納していない

●�地域の支援機関や金融機関の経営指導を受け、継

続的に経営を行う具体的な事業計画を有する

●令和４年３月末までに開業

●�１階において主たる営業を行い、原則として週５

日以上営業する※夜間営業のみは不可

対象経費＝店舗の改修に支払った工事費（内外装工

事、給排水設備工事、冷暖房・空調工事、電気工事

など）の内、市内業者に発注したもの

補助額＝対象経費の２分の１以内

①：�中心市街地内（本町一～六丁目、錦町、末広町

など）に新店舗開設の場合、最大100万円※出

店地域の商店街団体への加入が必要

②：①の区域外に新店舗開設の場合、最大50万円

③：①の区域内に事業所開設の場合、最大20万円

※�市外から転入の場合と、中心市街地空き店舗情報

登録制度の登録物件に開設する場合は、各10万円

を加算

募集件数＝予算の範囲内（先着順）

申し込み＝申請書と添付書類を、直接商工振興課

（市役所３階）へ。

　　新規工房開設補助金
　市内に新たに工房を設置する個人事業主や小規模

企業者を支援します。

対象＝繊維製品製造、ガラス・木工竹細工、陶工芸、

金工などで、次の①～③のいずれか 2つを満たすも

の

①製品の製作体験ができる／②工房の公開ができる

／③製品の直売ができる

※�主な用途が倉庫 ･保管場所、事務所、住居などで

ある場合は不可

補助額＝次の①と②のいずれかを補助

①�新規工房運営費補助…工房となる物件の月額家賃

の2分の1以内で、最大月額2万円（最長24か月）

②�新規工房改修費補助…工房の開設に伴う外・内装

改修費用の 2分の 1以内で、最大 40万円

※�市外から転入の場合と、ノコギリ屋根工場での工

房開設の場合は、各 5万円を加算

募集件数＝予算の範囲内（先着順）※審査あり

申し込み＝申請書を直接商工振興課（市役所３階）へ。

企業・起業を応援します
各制度の申請用紙やパンフレットは、商工振興課（市役所３階）と市ホームページにあります。
　　　　　問い合わせ＝②⑤⑦…商工振興課商業金融担当（☎内線 563・583）
　　　　　　　　　　　①④⑥…商工振興課工業労政担当（☎内線 564・565）
　　　　　　　　　　　③…商工振興課産業立地戦略担当（☎内線 582・584）

0102

新規工房開設補助金を活用して、須裁（株）が令和２年に

オープンした、アトリエ工房「c
チ ャ ー ム

harrm」（東五丁目）
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８. 働きがいも経済成長も

９. 産業と技術革新の基盤をつくろう

11. 住み続けられるまちづくりを

　　起業を目指す人へ
入居者募集

　インキュベーション・オフィス（創業者入居支援

施設）は、起業に関心のある人や、新たな分野への

事業展開を目指す人を支援するためのビジネス拠点

です。現在、入居者を募集しています。

賃料＝ 1万円（税別）から

設備＝机、いす、高速インターネット回線など

　　ＤＸ技術革新補助金
　デジタル技術を活用した新製品の開発に取り組む

中小企業に対して開発費の一部を補助します。制度

詳細は、決まり次第市ホームページなどでお知らせ

します。

対象＝市内に主要な事業所を置く中小企業

申し込み＝５月６日（木）から31日（月）までに、

申請書と関係書類を、直接商工振興課（市役所３階）へ。

　　中小企業人材養成事業
　　　　　　　研修費用助成
　中小企業の経営者（個人経営者含む）や従業員が、

市の認定した研修機関の研修を受講した場合、研修

費用の一部を助成します。

助成額＝対象経費の２分の１（1事業所につき原則

年間 5万円まで）※講師を招いて研修を行う場合、

加算措置あり

申し込み＝事前に商工振興課へ連絡のうえ、研修開

始の 10 日前までに、申請書を直接商工振興課（市

役所３階）へ。

　　長期で低利、固定金利
　　中小企業者向け制度融資
　中小企業者、起業を目指す人などを支援するもの

で、同制度における信用保証料は市が補助します。

※補助率は融資によって異なります。

　詳しくは、パンフレットをご覧ください。

申し込み＝市内とみどり市大間々町などの金融機関

（農業協同組合、ゆうちょ銀行を除く）へ。

　　展示会などの出展補助金
対象＝市内に主要な事業所を置く、製造業を営む中

小企業または個人事業主

対象展示会＝県外で開催される展示会およびオンラ

イン展示会※一般公開でないもの、販売が主目的の

もの、国や県などから出展補助を受けるものは対象

外（ジェトロ設置のジャパンブースは可）

補助額

●国内における展示会およびオンライン展示会

従業員６人未満の企業…出展小間料の２分の１で、

最大 20 万円／従業員６人以上の企業…出展小間料

の２分の１で、最大 15万円

●海外における展示会

出展小間料、装飾費、輸送費の２分の１で、最大 40

万円

募集件数＝予算の範囲内（先着順）

申し込み＝申請書と対象展示会の資料を、直接商工

振興課（市役所３階）へ。

起業相談

　創業・経営相談の専門員がビジネスに関する相談

に応じます。「新しく事業を始めたい」「事業が思う

ように進まない」という人は、ぜひご利用ください。

期日＝月・水曜日（祝日は除く）

時間＝午前 9時から午後 5時まで

申し込み＝電話でインキュベーション・オフィス（☎

30‐ 3690）か、商工振興課商業金融担当（☎内線

563）へ。

03

04

05

06

07
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11. 住み続けられるまちづくりを

15. 陸の豊かさも守ろう

17. パートナーシップで目標を達成しよう

ふ
る
さ
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平
成

20
年
に
開
催
さ
れ
た
、
第
25
回

「
全
国
都
市
緑
化
群
馬
フ
ェ
ア
」

の
理
念
を
引
き
継
ぎ
、
県
民
総
参

加
で
ふ
る
さ
と
「
ぐ
ん
ま
」
を
、

花
と
緑
で
あ
ふ
れ
、
活
力
の
あ
る

美
し
い
地
域
に
す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
毎
年
県
内
各
地
を
回

っ
て
開
催
し
、
桐
生
市
で
行
う
今

回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

開
催
概
要

期
間
＝
４
月
24
日
（
土
）
～
５
月

23
日
（
日
）

メ
イ
ン
会
場
＝
新
川
公
園

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
＝
ア
ー
ス
ケ
ア

桐
生
が
岡
遊
園
地
、
未
来
へ
は
ば

た
け　
山
田
製
作
所
桐
生
が
岡
動

物
園
、
有
鄰
館
、
新
里
支
所
、
道

の
駅
く
ろ
ほ
ね
・
や
ま
び
こ

メ
イ
ン
会
場

　
メ
イ
ン
会
場
に
は
、
繊
維
産
業

が
盛
ん
な
桐
生
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ラ
イ
ン
上
の
花
壇
を
設
置
し
ま
す
。

　
俯ふ
か
ん瞰
で
見
る
と
３
本
の
ラ
イ
ン

が
絡
ま
り
合
い
、
「
人
と
人
・
人

と
環
境
・
人
と
文
化
な
ど
を
つ
む

ぐ
」
と
い
う
こ
と
を
連
想
さ
せ
る

「
つ
む
ぐ
庭
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

整
備
し
ま
す
。

　
市
の
花
で
あ
る
サ
ル
ビ
ア
を
は

じ
め
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
ア
ジ

サ
イ
な
ど
も
用
い
る
予
定
で
、
華

や
か
に
会
場
を
彩
り
ま
す
。

市
内
の
沿
道
飾
花

　
メ
イ
ン
会
場
は
、
桐
生
駅
か
ら

近
い
た
め
、
桐
生
駅
か
ら
新
川
公

園
ま
で
の
沿
道
に
、
重
点
的
に
飾

花
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
林
大
学
校
や
県
内
農
業
関
係

高
校
で
育
て
ら
れ
た
花
苗
を
用
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
花
を
植
え
、
豪
華
に

仕
上
げ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑
地
課
緑
化

推
進
係
（
☎
内
線
７
６
５
）

メイン会場の花壇イメージ
©橋内庭園設計

「
市
制
施
行
１
０
０
周
年
、
あ
し
た
の
緑
を
い
ま
つ
く
ろ
う
」

キ

キ
ラ

ラ

まちに溶け込み、人々の気持ちを盛り上げる花壇を。

桒原園芸　桒原大作さん（新里町新川）

花と緑のぐんまづくり推進協議会ホームページ

　フェスティバルに向けて、30種類以上の
花を育てています。今回用いる花は、珍しい、
見たことのない花が多いと思います。訪れ
る皆さんに気づきや発見、驚きを伝えられ
たらいいですね。
　また、メイン会場の花壇は全ての花が一
度には咲きません。期間中、花の色や高さ
など、訪れるたびに変化が味わえるので、
ぜひ何度でも足を運んでいただきたいです。
　コロナ禍で制限の多い中、日々頑張る皆
さんの気持ちが少しでも盛り上がり、前向
きになったら嬉しいですね。
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新里・黒保根地区

桐生地区
期日 時間 会場

６月20日
（日）

10：00 ～ 12：00 相生公民館
13：30 ～ 15：00 桜木公民館

６月22日
（火）

９：30 ～ 10：00 旧西中学校
10：30 ～ 10：50 梅田公民館
11：20 ～ 11：50 菱公民館
13：20 ～ 13：50 浜の京東集会所
14：20 ～ 14：50 広沢公民館

６月24日
（木）

９：30 ～ 10：00 青年の家（駐車場）

10：30 ～ 11：30
総合福祉センター（旧
南中学校）

13：00 ～ 13：30 川内公民館

14：00 ～ 14：30 市民広場（駐車場）

■ 集合注射の場合
　日程は下表のとおりです。

費用＝3,500円※未登録の場合は、別途3,000円（登

録手数料）がかかります。

■ 動物病院の場合
　下表の動物病院では、集合注射と同様に接種後そ

の場で「注射済票」と「シール」を交付しています。

費用は各動物病院に確認してください。

　また、下表の動物病院以外（群馬県獣医師会会員

病院を除く）で接種した場合は、「狂犬病予防注射

済証」が発行されるので、地域づくり課（市役所２

階）または新里・黒保根支所市民生活課に持参し、

「注射済票」の交付手続きをしてください。費用は

550円です。

病院 場所 電話番号

相生動物病院 相生町二丁目 55‐1404

カール動物病院 新里町新川 74‐5651

桐生中央動物病院 三吉町二丁目 47‐0743

クマさんの動物診療所 仲町一丁目 46‐0747

小曽根動物病院 相生町二丁目 54‐2299

新桐生駅前動物病院 広沢町二丁目 54‐1443

田島動物病院 広沢町間ノ島 52‐9209

ヒロサワ動物病院 広沢町四丁目 53‐2121

マサキ動物病院 本町三丁目

みどりの森動物病院 みどり市笠懸町 40‐5521

・エサや水をきちんと与える

・汚物などをきちんと処理する

・逃げたときは責任をもって探す

・鳴き声や臭いなどで他人に迷惑をかけない

・飼っている犬が死亡した場合は必ず市へ届け出る

・飼い犬と一緒に市外へ転出した場合は、転出先の

　市区町村で手続きをする

期日 時間 会場

４月20日
（火）

９：30 ～ 10：00
新里総合センター（駐
車場）

10：20 ～ 10：30 赤城集会所
10：45 ～ 11：00 板橋住民センター
11：15 ～ 11：25 関集会所
11：40 ～ 11：55 上鶴ヶ谷住民センター
13：10 ～ 13：25 芝集会所
13：40 ～ 14：00 町組集会所
14：15 ～ 14：35 消防第三分団詰所
14：50 ～ 15：10 八幡住民センター
15：25 ～ 15：35 野集会所

４月21日
（水）

10：00 ～ 10：15 黒保根町保健センター
10：30 ～ 10：50 上田沢集会所
11：10 ～ 11：25 下田沢集会所
11：40 ～ 12：00 宿廻集会所

狂犬病予防接種（集合注射）
　狂犬病予防法により、犬の飼い主は、犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせ

ることが義務付けられています。飼い主は、必ず市に犬を登録し、狂犬病予防

注射を年に１回、集合注射か動物病院のどちらかで受けさせてください。対象

は生後91日以上の犬です。

問い合わせ＝地域づくり課生活安全担当（☎内線466）

 ルールを守って
 飼いましょう

３. すべての人に健康と福祉を

００００００

11 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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きりゅう暮らし
応援事業

　市の人口減少の抑制、移住・定住を促進することと、空き
家・空き地を活用した地域の活性化のため一部を助成します。
　各助成の併用は可能ですが、加算補助項目が重複する場合は、
いずれかの加算補助のみが適用されます。なお、助成を受ける
には各種条件がありますので、事前にお問い合わせください。
申し込み＝４月20日（火）から、直接各担当課へ。

■ 住宅取得応援助成
対象＝市内に住宅を建築または購入し、これから５年
以上定住する人
補助額＝基本補助額と加算補助額の合計のうち、住宅
取得金額の10パーセントまたは200万円のいずれか低
い金額
基本補助＝住宅取得金額の３パーセントで上限30万
円※併用住宅は、居住部分のみ補助対象
加算補助・対象＝①夫婦加算（15万円）…申請年度の
４月１日現在49歳以下の夫婦の世帯／②三世代同居加
算（10万円）…親・子・孫が同居する世帯／③移住加算
（20万円）…市外からの移住者がいる世帯／④子ども
加算（中学生以下の子ども１人につき15万円）／⑤誘
導区域加算（10万円）…居住誘導区域および新里・黒
保根町の生活拠点に住む場合／⑥市内業者加算（10万
円）…市内の元請業者・下請業者を利用して新たに建
築する場合／⑦空き家・空き地バンク加算（15万円）
募集件数＝予算の範囲内
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線633）

■ 住宅リフォーム助成
※着工前の申請が必要です。
対象＝市内に住宅を所有し居住している人が、市内業
者を利用して行う工事費20万円以上のリフォーム工
事※過去にこの補助金と桐生市住環境改善助成事業補
助金の交付を受けたリフォーム工事箇所は、対象外
補助額＝基本補助額と加算補助額の合計で上限30万円
基本補助＝上限20万円（補助率は対象工事費の10パー
セント※子育て世帯は、対象工事費の20パーセント）
加算補助＝省エネ・耐震改修・バリアフリー・防犯の
各工事で、上限10万円（補助率は対象工事費の10パー
セント※子育て世帯は、対象工事費の20パーセント）
募集件数＝190件程度（予算の範囲内、先着順）
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線633）

■空き家利活用助成
※着工前の申請が必要です。
▶空き家利活用助成
対象＝１年以上居住していない住宅のリフォーム工事
補助額＝基本補助と加算補助の合計のうち、対象工事
費の50パーセントで上限70万円
基本補助＝工事費20万円以上のリフォーム工事のう
ち、対象工事費の30パーセントで上限20万円
加算補助＝①移住加算（20万円）／②子ども加算
（中学生以下の子ども１人につき15万円）／③空き
家・空き地バンク加算（15万円）／④性能向上加算
（工事費20万円以上の省エネ・耐震改修・バリアフ
リー・防犯工事をする場合10万円）／⑤ファミリー
加算（２人以上の世帯の場合15万円）※子ども加算
と重複する場合はなし
▶移住者限定空き家利活用助成
対象＝市外から移住し、１年以上居住していない耐震
性のある住宅のリフォーム工事
補助額＝工事費20万円以上の工事のうち、対象工事
費の３分の２または上限100万円
募集件数＝全体で８件程度（予算の範囲内、先着順）
問い合わせ＝定住促進室定住促進係（☎内線367）

■ 空き家除却助成
※着工前の申請が必要です。
▶跡地利用制限なしの除却
対象＝市内に昭和56年５月31日以前に建築され、10
年以上居住その他の使用がない住宅の除却工事
補助額＝対象工事費の50パーセントで上限30万円
▶移住者限定跡地利用制限ありの除却
対象＝市内に昭和56年５月31日以前に建築され、１
年以上居住その他の使用がない住宅の除却工事で、跡
地に移住者が住宅を新築する場合
補助額＝対象工事費の50パーセントで上限50万円
▶不良住宅などの除却
対象＝１年以上居住その他の使用がなく、著しく損傷
している空き家の除却工事※市の事前調査が必要です。
補助額＝対象工事費の80パーセントで上限100万円
募集件数＝各10件程度（予算の範囲内、先着順）
問い合わせ＝定住促進室空き家対策係（☎内線736）

11. 住み続けられるまちづくりを
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令和３年度
環境都市推進補助金制度
　環境先進都市を目指した取り組みの一環として、
新エネルギー設備、電動アシスト自転車を対象とし
た補助制度を実施します。
　件数には上限があり、先着順です。また、各補助
金には条件がありますので、必ず事前に環境課へお
問い合わせください。
申し込み＝５月６日（木）から、環境課（市役所２
階）へ。※土、日、祝日、年末年始を除く
　申請用紙は、同課、新里・黒保根支所、市ホーム
ページにあります。
問い合わせ＝環境課環境都市推進担当（☎内線
454・575）
▶住宅用新エネルギー設備
対象＝４月１日以降に個人の住宅に蓄電池設備を設
置した人
補助対象＝蓄電池設備
補助額＝１kWh当たり１万円（上限５万円）
▶電動アシスト自転車
対象＝運転免許を有する人または運転免許を自主返
納した人（返納後60日以内）で、４月１日以降に
市内の販売店で購入した人
補助対象・補助額
①電動アシスト自転車…購入金額の４分の１（上限
１万5,000円）／②同時購入の自転車用チャイルド
シート…購入金額の２分の１（上限5,000円）

境野町六丁目の
宅地を販売しています

　境野町六丁目の宅地１区画を先着順で販売してい
ます。この宅地は、境野幼稚園・小・中学校に近く、
通園通学に便利です。
　きりゅう暮らし応援事業「住宅取得応援助成」
（上限200万円）と、土地開発公社独自の支援制度
（最大71万6,000円）が併用できます。
場所＝境野町六丁目1574‐９
面積＝329.62平方メートル（約99.71坪）
販売価格＝733万3,000円
対象＝次の全てに該当する人
①自身または三親等以内の親族が居住する住宅を、
　購入後３年以内に建築し、生活の本拠とする
②指定する期日までに代金全額の支払いができる

▶土地開発公社独自の支援制度

申し込み＝申込書を直接、桐生市土地開発公社（市
役所５階、都市計画課内）へ。申込用紙と案内書は、
同公社と市ホームページにあります。
問い合わせ＝桐生市土地開発公社（都市計画課内、
☎内線784・785）

市営住宅の入居者募集

　中通り大橋線従前居住者用住宅（新宿ハイツ）の
入居者を募集します。
構造＝鉄筋コンクリート造４階建て、エレベーター
１基（専用面積68.71平方メートル、３ＤＫ、平成
10年度建設）
場所＝新宿一丁目４‐６
家賃＝月額２万5,000円～３万7,200円※入居者の収
入により異なります
募集戸数＝７戸（先着順）
入居資格＝市営住宅入居申込者の資格と同じ
申し込み＝４月１日（木）午前８時30分から、申
込書を直接、群馬県住宅供給公社桐生支所（市役所
４階）へ。申込用紙は同公社にあります。
問い合わせ＝群馬県住宅供給公社桐生支所（☎内線
625）

ご存じですか移住支援金
　人口一極集中対策と地方での担い手確保のため、
東京で５年以上居住または就労していた人が、地方
で就職やテレワーク、起業などをした場合、最大
100万円の移住支援金を支給しています。
　東京での住所や勤務地に関する要件のほか、対象
企業への就職、起業に関する要件がありますので、
詳しいことは、定住促進室定住促進係までお問い合
わせください。
問い合わせ＝定住促進室定住促進係（☎内線367）

子育て支援 中学生以下の子どもが居住する世帯に20
万円を支給

転入者支援 転入世帯に対し15万円を支給

建築奨励金 販売価格の５パーセント相当36万6,000
円を支給※条件あり
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福祉や介護について
地域包括支援センターにご相談を
　市では福祉や介護に関する相談窓口として、市内
に８か所の地域包括支援センターを設置しています。
社会福祉士、主任介護支援専門員、保健師などの専
門職員が相談に応じます。
　お住まいの地区の地域包括支援センターへお気軽
にご相談ください。
問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係（☎内線587）

地域包括支援センター一覧

名称 場所・電話番号 担当地区

桐生市地域包括
センター　　　
山育会

東久方町二丁目
（子供広場隣）

☎46‐6066

１区（本町一～三
丁目、横山町）、
２区（本町四～六
丁目）９区（永楽
町、小曾根町、宮
本町）、10区（東
久方町、西久方町、
天神町、平井町）、
14区（梅田町）

桐生市地域包括
支援センター　
社協

新宿三丁目　　
（総合福祉セン
ター内）

☎46‐4411

３区（稲荷町、錦
町、織姫町、美原
町、清瀬町）、４
区（新宿、三吉町、
小梅町、琴平町）、
５区（浜松町）、
８区（末広町、宮
前町、堤町、巴町、
元宿町）

名称 場所・電話番号 担当地区

桐生市地域包括
支援センター　
菱風園

菱町一丁目　　

（特養菱風園内）

☎32‐3321

６区（仲町、川岸
町、泉町、東町、
高砂町、旭町）、
７区（東）、17区
（菱町）

桐生市地域包括
支援センター　
ユートピア広沢

広沢町六丁目　
（特養ユートピ
ア広沢内）

☎53‐1114

11区（境野町）、
13区（広沢町四～
七丁目、広沢町間
ノ島）

桐生市地域包括
支援センター　
思いやり

川内町一丁目

（特養思いやり内）

☎32‐5889

16区（川内町）

桐生市地域包括
支援センター　
思いやり黒保根

黒保根町水沼　
（黒保根保健セ
ンター内）

☎46‐8847

22区（黒保根町）

桐生市地域包括
支援センター　
にいさと

新里町新川

（老健さくら苑内）

☎74‐3032

19区・20区・21
区（新里町）

桐生市地域包括
支援センター　
のぞみの苑

相生町五丁目　
（特養のぞみの
苑内）

☎54‐9537

15区（相生町一丁
目一部、相生町二
丁目一部、相生町
三～五丁目）

桐生市地域包括
支援センター　
神明

広沢町二丁目　
（神明幼稚園跡）

☎32‐3162

12区（広沢町一～
三丁目、桜木町一
部）、18区（相生
町一丁目一部、相
生町二丁目一部、
桜木町一部）

身体障害者等奨学助成金給付

　自身か両親に一定以上の障害がある場合、奨学助
成金を受給できます。審査会を経て、申請者の口座
へ年２回に分けて振り込みます。
対象＝次の全てに該当する人
・自身が身体障害者手帳１級から４級のいずれかを
　持っている、または両親のいずれかが身体障害者
　手帳１級もしくは２級を持っている
・市内に住所を有している
・高校、高等専門学校、大学、専修学校、各種学校、
　特別支援学校高等部に在学している
申し込み＝５月31日（月）までに、在学証明書

（発行日が４月１日以降のもの）、身体障害者手帳、
印、通帳を持参のうえ、申請書を直接福祉課（市役
所１階）へ。申請用紙は、同課にあります。
問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線398）

給付金額（年額） 本人が障害者 親が障害者

高校、高専、専修学校、
各種学校

60,000円 30,000円

大学（短大を含む） 80,000円 40,000円

特別支援学校高等部 40,000円 20,000円



福祉助成制度

　所得などに応じて、利用要件があります。助成額
など詳しくは各担当課にお問い合わせください。

問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線259）

問い合わせ＝医療保険課医療助成係（☎内線257）

問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係（☎内線556）

対象 内容

ひとり暮らし高
齢者無料入浴券

65歳以上のひと
り暮らしの人

市内の公衆浴場な
どで使える無料入
浴券を交付

鍼灸・マッサー
ジサービス受療
券

70歳以上の人
市内の施術所で使
える助成券を交付

住宅改造補修費
補助

60歳以上の人の
みの非課税世帯

住宅バリアフリー
改修工事費の一部
を補助

緊急通報装置貸
与事業

65歳以上の要支
援・要介護認定者
のみの世帯など

簡単な操作で消防
本部への緊急通報
を行える装置を無
料で貸し出し※要
件に当てはまらな
い65歳以上の人
は、自己負担で設
置可

「食」の自立支
援事業

65歳以上の人の
みの世帯または身
体障害者で、調理
が困難な人

週２回の昼食配達
と安否確認

在宅ねたきり高
齢者調髪利用券

６か月以上ねたき
りの65歳以上の
人

訪問理・美容を無
料で受けられる利
用券を交付

在宅ねたきり高
齢者紙おむつ利
用券

65歳以上の要介
護４・５の人を、
６か月以上在宅で
介護している家族

紙おむつと交換で
きる助成券を交付

徘徊高齢者探索
システム費用助
成

認知症による徘徊
行動のおそれがあ
る65歳以上の人
を介護する家族

探索システムの利
用に係る登録費用
などを助成

対象 内容

福祉タクシー券

身体障害者手帳
１・２級、療育手帳
Ａ判定、精神障害
者保健福祉手帳１
級を持つ在宅の人

初乗り料金が無料
になる福祉タク
シー券を交付

重度障害者移動
支援

身体障害者手帳
１・２級を持ち、
一般の交通手段の
利用が困難な在宅
重度障害者など

リフトやスロープ
付き乗用車などを
運行して移動を支
援

じん臓機能障害
者等通院交通費
補助

じん臓機能障害の
身体障害者手帳を
持ち、透析を受け
ている非課税の人
など

通院交通費を補助

福祉車両の貸し
出し

車いすを使用する
身体障害者など

助手席回転シート
付き車両を貸出し

在宅重度障害者
（児）紙おむつ
等サービス利用
券

３歳以上65歳未
満で在宅生活の重
度障害者、同居の
家族

紙おむつと交換で
きる助成券を交付

在宅重度身体障
害者等訪問入浴
サービス

肢体不自由の身体
障害者手帳１・２
級で入浴に全介助
が必要な在宅の人

入浴車で訪問し入
浴を介助

対象 内容

福祉医療費助成
制度

重度障害者など
医療費を認定によ
り助成

危険な塀の撤去費用補助

　地震などにより倒壊する恐れがあるブロック塀など
の撤去を促進するため、撤去費用の一部を補助します。
対象＝次の全てを満たす塀
①ひび割れ、破損および傾斜している、建築基準法
　に適合していない
②コンクリートブロック造、石造、れんが造など
③避難路に面して長さが３メートル以上、高さが１
　メートル以上※避難路について各種条件あり

対象者＝塀の所有者などで市税を滞納していない人
補助額＝対象工事費の３分の２以内で上限８万円※
塀の長さ１メートルあたり１万円を上限
募集件数＝５件程度（予算の範囲内、先着順）
申し込み＝４月20日（火）から11月30日（火）ま
で（土、日、祝日を除く）に、申請書と必要書類を、
直接建築指導課（市役所４階）へ。申請用紙は同課
と市ホームページにあります。※補助金を受けるに
は各種条件がありますので、事前に建築指導課へお
問い合わせください。
問い合わせ＝建築指導課建築指導係（☎内線679）

15 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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災害時の指定避難所の廃止と
指定緊急避難場所の変更
　４月１日に県立高等学校が統合したことにより、
旧桐生南高等学校と旧桐生女子高等学校が閉鎖され
ました。これに伴い、指定避難所と指定緊急避難場
所として案内してきた両施設は、下表のとおり変更
となります。
　周辺にお住まいの皆さんは、改めて避難所の確認
をお願いします。
問い合わせ＝防災・危機管理課防災・危機管理担当
（☎内線415）

市制施行100周年記念事業
消防フェスタ

　市制施行100周年・水道創設90周年の記念事業と
して、消防フェスタを開催します。
　消防車や資機材の展示、消防隊の訓練、消防音楽
隊の演奏などを通じて、楽しみながら消防や防災に
ついて学びます。
期日＝５月３日（祝）
時間＝午前10時～午後３時
場所＝新川公園駐車場
問い合わせ＝消防本部総務課（☎47‐1701）

施設名 区分 ４月１日から

旧桐生南高等学
校

指定避難所
廃止（建物は使用
不可）

指定緊急避難場所
校庭は、地震時の
み使用可

旧桐生女子高等
学校

指定避難所
廃止（建物は使用
不可）

指定緊急避難場所
校庭は、地震時の
み使用可

過去の開催の様子

令和３年度
人間ドック費用助成

　国民健康保険（国保）と後期高齢者医療制度の人
間ドック費用助成の申し込みを、４月16日（金）
から受け付けます。なお、プレわたらせ健康診査と
わたらせ健康診査は、この人間ドックと同じ検査内
容を含むため、両方を受けることができません。
対象＝市の国保税または後期高齢者医療保険料の完
納者
助成金額＝日帰りドック…２万2,000円、日帰り脳
ドック…３万円※超えた分は自己負担
受付期間＝４月16日（金）～12月28日（火）
申し込み＝右の表のとおりです。申請用紙は、各受
付場所と市ホームページにあります。

▶助成決定後の保険医療機関への申し込み
　審査後に決定通知書を随時郵送します。同封の登
録保険医療機関一覧表を確認し、４月19日（月）
から直接希望する登録保険医療機関へ。※桐生厚生
総合病院の申し込み初日は、４月24日（土）午前
８時から午後１時まで
問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎内線268）

申し込み方法 必要書類など

直接

申請書、被保険者証、「令和３年度
わたらせ健康診査受診券」がある
場合は受診券を持参し、各受付場
所へ。
▶受付場所
①４月 16 日（金）～５月 31 日（月）
…健康長寿課（市役所１階）、新里・
黒保根保健センター、新里・黒保
根支所、境野・広沢・梅田・相生・
川内・菱公民館
②６月１日（火）～ 12 月 28 日（火）
…健康長寿課、新里・黒保根保健
センター

Ｅメール
申請書、被保険者証の写しを添
付して、健康長寿課成人保健係
（kenkochoju2@city.kiryu.lg.jp）へ。

郵送

申請書、被保険者証の写しを 12 月
28 日（火）まで（必着）に、健康
長寿課成人保健係（〒 376 ‐ 8501
桐生市役所）へ。

ファクシミリ
申請書、被保険者証の写しを健康
長寿課成人保健係（ファクシミリ
45 ‐ 2940）へ。



　３月17日に開かれた市
議会の同意を受けて、小
林一弘氏（63歳）が４月１
日付けで就任します。
　小林教育長は、これまで
桜木中学校校長、新里中
学校校長、清流中学校校
長などを歴任しています。

新教育長に
小林一弘氏

桐
生
市
合
同
企
業
説
明
会

　
採
用
に
積
極
的
な
地
元
企
業
が

多
数
参
加
予
定
で
す
。
申
し
込
み

は
要
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
４
月
22
日（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所
ケ
ー
ビ

ッ
ク
ホ
ー
ル（
錦
町
三
丁
目
）

対
象
＝
令
和
４
年
３
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校

生
と
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
商
工
会
議
所

（
☎
45
１
２
０
１
）、
商
工
振
興
課

（
☎
内
線
５
６
５
）

国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
利
用
を

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
在

学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ

お
知
ら
せ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

手
続
き
は
、
市
民
課（
市
役
所

１
階
）、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
で
き
ま
す
。
手
続
き

に
は
、
年
金
手
帳
と
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。
同

世
帯
以
外
の
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
委
任
状
、

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
原
則
、
令
和
２
年
度
の
学
生
納

付
特
例
が
承
認
に
な
っ
た
人
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

は
が
き
形
式
の
申
請
書
を
送
付
す

る
だ
け
で
令
和
３
年
度
の
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

退
職
時
に
は
手
続
き
を

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

が
60
歳
未
満
で
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
と
き
、
離
婚
し
た
と
き
、

配
偶
者
が
65
歳
に
到
達
し
た
と
き

も
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
に
変
更
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

手
続
き
は
、
市
民
課（
市
役
所

１
階
）、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
、
境
野
・
広
沢
・
梅
田
・

相
生･

川
内
・
菱
公
民
館
で
で
き

ま
す
。
加
入
手
続
き
に
は
事
業
所

発
行
の
社
会
保
険
離
脱
証
明
書
や

年
金
手
帳
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）、
市
民
課（
☎

内
線
２
７
３
）

月
に
一
度
は

漏
水
の
確
認
を

　
全
て
の
給
水
栓
を
閉
め
て
も
量

水
器
の
中
で
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
っ
て
い
る
場
合
、
漏
水
を
し

て
い
ま
す
。
漏
水
を
確
認
し
た
と

き
は
、
水
道
局
指
定
の
水
道
工
事

店
に
至
急
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
漏
水
に
よ
る
水
道

料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
局
総
務
課

（
☎
内
線
３
２
５
）

き
れ
い
に
し
よ
う
よ

桐
生
事
業

　
道
路
、
水
路
の
清
掃
や
除
草
活

動
を
行
う
５
人
以
上
の
市
内
の
団

体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
※
他
の

支
援
を
受
け
て
い
る
団
体
を
除
く

申
し
込
み
＝
４
月
２
日（
金
）か
ら

30
日（
金
）ま
で
に
直
接
、
土
木
課

（
市
役
所
４
階
、
☎
内
線
５
９
６・

５
９
７
）、
新
里
・
黒
保
根
支
所

地
域
振
興
整
備
課
へ
。

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
４
月
16
日（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
正
庁（
市
役
所
２
階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
５
４
）

市
民
体
力
測
定

期
日
＝
５
月
８
日（
土
）

時
間
＝
午
前
８
時
50
分
～
正
午

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
、

通
学
す
る
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
60
人（
先
着
順
）

持
ち
物
な
ど
＝
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
。

運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
＝
４
月
12
日（
月
）か
ら

５
月
７
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課（
☎
内
線

６
５
７
）へ
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
４
月
６
日（
火
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
実
施
し
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は「
自
転
車
も　

止
ま
っ
て
よ
く

見
て　
交
差
点
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
内
線
４
６
６
）

くらしガイド

広
告

17 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚

　
４
月
22
日（
木
）に
沼
の
上
保
育

園
と
、
ら
ら
ら
こ
ど
も
園
の
園
児

が
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
美
喜
仁
桐

生
文
化
会
館
前
に
掲
揚
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
22
日（
木
）
～
５
月

11
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
０
）

Ｎネ

ッ

ト

Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
は
、
聴
覚
・
言

語
機
能
な
ど
の
障
害
に
よ
り
音
声

通
話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困

難
な
人
の
た
め
の
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
容
易
に
消
防
車
や
救
急
車
の

要
請
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
に

は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
利

用
対
象
者
は
、
市
内
に
居
住
す
る

聴
覚
・
言
語
機
能
な
ど
に
障
害
が

あ
る
人
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

消
防
本
部
通
信
指
令
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
通
信
指

令
課（
☎
47
１
７
０
０
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
43
２
３
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

fd-shirei@
city.kiryu.lg.jp

）

小
倉
ク
ラ
ッ
チ
・
ス
タ
ジ
ア

ム（
桐
生
球
場
）の
広
告
募
集

　
掲
出
場
所
、
広
告
サ
イ
ズ
、
年

間
掲
載
料
、
区
画
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
外
野
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
＝
縦

１
・
５
メ
ー
ト
ル
×
横
10
メ
ー
ト

ル
／
25
万
円
／
２
区
画
②
外
野
観

客
席
フ
ェ
ン
ス
＝
縦
１
メ
ー
ト
ル

×
横
２
・
８
メ
ー
ト
ル
／
５
万
円

／
25
区
画
③
内
野
観
客
席
フ
ェ
ン

ス
＝
縦
１
メ
ー
ト
ル
×
横
２
・
８

メ
ー
ト
ル
／
５
万
円
／
22
区
画

掲
出
期
間
＝
４
月
１
日
～
令
和
４

年
３
月
31
日

申
し
込
み
＝
必
要
書
類
を
直
接
ま

た
は
郵
送
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課（
市
役
所
７
階
、
〒
３
７
６

‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
、
☎
内

線
６
５
７
）へ
。
募
集
要
項
と
申

込
用
紙
は
同
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　
20
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無

作
為
に
選
ん
だ
１
８
０
０
人
を
対

象
に
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
を
４
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
届
い
た
人
は
回
答
を

記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課（
☎

内
線
２
６
８
）

渡
良
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動

期
日
＝
５
月
９
日（
日
）

時
間
＝
午
前
８
時
～
９
時

集
合
場
所
＝
相
川
橋
右
岸（
相
生

工
業
団
地
側
）、
桐
商
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
さ
く
ら
遊
園
、
小
梅
琴
平
公

園
、
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
、
松

原
橋
公
園
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
広
沢
町
七
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
＝
土
木
課（
☎
内
線

６
１
４
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

山
火
事
に
注
意

　
山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
の

不
注
意
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
入

山
に
際
し
、
次
の
こ
と
を
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
、

投
げ
捨
て
な
い

②
強
風
時
・
乾
燥
時
は
、
火
の
取

り
扱
い
に
十
分
注
意
す
る

③
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
消
防
署（
☎

47
１
７
０
５
）

火
災
予
防
に

一
層
の
ご
協
力
を

　
た
き
火
が
原
因
に
よ
る
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥

し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
寝
室
な
ど

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ

た
製
品
の
販
売
で
す
。

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
４
月
８
日（
木
）・
22
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
５
月
６
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
優
待
券
を
配
布

　
「
家
庭
の
日
」に
ち
な
み
優
待
券

を
配
布
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
２
歳
以

上
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

期
間
＝
４
月
～
令
和
４
年
３
月

配
布
場
所
＝
保
育
園
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
※
未
就

園
児
は
青
年
の
家（
新
里
・
黒
保

根
地
区
は
両
公
民
館
）で
配
布

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象
＝
65
歳
未
満
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
が

「
特
定
受
給
資
格
者（
離
職
理
由
コ

ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

くらしガイド

32
）」ま
た
は「
特
定
理
由
離
職
者

（
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
23
、
33
、

34
）」に
該
当
す
る
人

軽
減
期
間
＝
失
業
時
～
翌
年
度
末

手
続
き
＝
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
印
、
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、

直
接
医
療
保
険
課（
市
役
所
１
階
、

☎
内
線
２
７
４
）へ
。

第
３
期
桐
生
市
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定

　
新
た
に
第
３
期
桐
生
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
計
画
、
計
画

概
要
版
、
地
震
防
災
マ
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
地
震
防
災
マ
ッ

広
告



振
興
整
備
課（
☎
96
２
１
１
３
）

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

の
親
子
行
事

申
し
込
み
＝
電
話（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）で
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
32
２
６
４
４
）へ
。

※
20
歳
以
上
の
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
。
大
人
の
み
は
不
可
。

▼
親
子
カ
ヌ
ー
教
室

期
日
＝
６
月
５
日（
土
）

時
間
＝
前
半
の
部
…
午
前
９
時
30

分
～
10
時
45
分
、
後
半
の
部
…
午

前
11
時
～
午
後
０
時
15
分

場
所
＝
梅
田
湖

募
集
人
数
＝
各
24
人
ま
た
は
12
組

（
先
着
順
）

費
用
＝
５
歳
～
中
学
生
１
５
０
０

円
、
高
校
生
以
上
２
５
０
０
円

申
込
期
日
＝
４
月
24
日（
土
）か
ら

▼
初
め
て
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

期
日
・
時
間
＝
５
月
８
日（
土
）午

前
９
時
30
分
～
９
日（
日
）午
後
２

時
30
分

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー募
集
人
数
＝
親
子
10
組（
先
着
順
）

※
キ
ャ
ン
プ
未
経
験
者
限
定

費
用
＝
３
歳
～
６
歳
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
０
円
、
高
校

生
以
上
２
５
０
０
円

申
込
期
日
＝
４
月
10
日（
土
）か
ら

講
座

期
日
＝
6
月
15
日（
火
）か
ら
18
日

（
金
）ま
で
の
４
日
間

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
、
各
公
民
館

時
給
＝
８
９
７
円

対
象
＝
18
歳
以
上
で
４
日
間
勤
務

で
き
る
人

募
集
人
数
＝
18
人（
面
接
で
決
定
）

申
し
込
み
＝
日
・
月
曜
日
を
除
く

４
月
８
日（
木
）か
ら
24
日（
土
）ま

で
に
直
接
図
書
館（
☎
47
４
３
４

１
）へ
。
申
込
用
紙
は
４
月
１
日

（
木
）か
ら
図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。

市
民
文
化
会
館
友
の
会

「
る
う
ふ
倶
楽
部
」会
員
募
集

　
チ
ケ
ッ
ト
の
割
引
や
先
行
予
約

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費
＝
個
人
２
０
０
０
円
、
ペ

ア
３
０
０
０
円

有
効
期
限
＝
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で

申
し
込
み
＝
年
会
費
を
添
え
て
美

喜
仁
桐
生
文
化
会
館
１
階
情
報
コ

ー
ナ
ー
（
☎
22
９
９
９
９
）へ
。

花
見
ヶ
原
森
林
公
園

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

　
花
見
ヶ
原
森
林
公
園
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
実
施
要
項
は
４
月
12
日

（
月
）か
ら
黒
保
根
支
所
地
域
振
興

整
備
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
黒
保
根
支
所
地
域

理
課（
市
役
所
３
階
）、
新
里
・
黒

保
根
支
所
、
境
野
・
広
沢
・
梅
田
・

相
生
・
川
内
・
菱
公
民
館
に
お
い

て
１
台
１
０
０
０
円
で
有
償
頒
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
・
危
機
管
理

課（
☎
内
線
４
１
５
）

介
護
予
防
教
室
の
受
託
事

業
者
を
募
集

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

介
護
予
防
普
及
啓
発
の
教
室
を
実

施
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

委
託
内
容
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏

域
ご
と
に
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
※
詳
し
く
は
募
集
要
項
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
＝
６
月
か
ら
令
和
４
年

３
月
ま
で（
１
コ
ー
ス
５
日
間
）

対
象
＝
介
護
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
運
動
指
導
が
で
き
る
従
事

者
が
い
る
事
業
所
や
団
体
な
ど

募
集
数
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏
域

ご
と
に
１
か
所
で
、
１
事
業
者
１

教
室

申
し
込
み
＝
４
月
26
日（
月
）ま
で

に
申
請
書
類
を
直
接
、
健
康
長
寿

課（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線
５
５

７
）へ
。
募
集
要
項
な
ど
は
４
月

５
日（
月
）か
ら
26
日（
月
）ま
で
同

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
募
集

　
業
務
は
、
図
書
館
と
公
民
館
の

本
の
蔵
書
点
検
と
整
理
で
す
。

プ
は
、
建
築
指
導
課（
市
役
所
４

階
）で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
指
導
課（
☎

内
線
６
７
２
）

市
税
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

　

４
月
１
日
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
の
方
法
に「
Ｐペ

イ

ペ

イ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」

が
加
わ
り
ま
し
た
。

取
扱
税
目
＝
市
・
県
民
税（
普
通

徴
収
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）、

国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）

利
用
で
き
る
決
済
ア
プ
リ
＝「
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ（
請
求
書
払
い
）」、

「
Ｌラ

イ

ン

ペ

イ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ（
請
求
書
支
払

い
）」、「
モ
バ
イ
ル
レ
ジ（
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
）」※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払

い
の
み
別
途
決
済
手
数
料
が
発
生

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
口
座
振
替

や
ペ
イ
ジ
ー
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課（
☎
内
線

２
３
５
・
２
３
６
）

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ（
防

災
ラ
ジ
オ
）定
期
試
験
放
送

　
令
和
３
年
度
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

期
日
＝
原
則
、
毎
月
第
２
金
曜
日

※
９
月
と
令
和
４
年
３
月
は
、
第

２
日
曜
日
に
実
施

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
自
動
的

に
最
大
音
量
で
放
送
し
、
そ
の
後
、

電
源
が
切
れ
ま
す
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
を
防
災
・
危
機
管

ア
ー
ス
デ
イ

　

桐
生
２
０
２
１

　
地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
考

え
る
春
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ア
ー
ス
デ
イ
in
桐
生
の
活
動
紹
介
、

「
将
来
住
み
た
い
街　
桐
生
」絵
画

作
品
展
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
４
月
25
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
新
川
公
園
、
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課（
☎
内
線

５
７
７
）、
ア
ー
ス
デ
イ
in
桐
生

事
務
局（
☎
０
７
０
‐
６
５
２
１

‐
６
９
５
０
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
４
月
３
日（
土
）・
17
日

（
土
） 

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館（
有
鄰
館
内
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
４
月
４
日
か
ら
５
月
２
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
頃

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

イ
ベ
ン
ト

inイン

19 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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で
／
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
２
回
ま
た
は

ロ
タ
テ
ッ
ク
３
回
／
保
健
師
に
よ

る
訪
問
な
ど

【
Ｂ
型
肝
炎
】１
歳
の
誕
生
日
前
日

ま
で
／
３
回
／
保
健
師
に
よ
る
訪

問
な
ど

【
ヒ
ブ
】・【
小
児
用
肺
炎
球
菌
】生

後
２
か
月
か
ら
５
歳
誕
生
日
前
日

ま
で
／
４
回
／
保
健
師
に
よ
る
訪

問
な
ど
／
※
接
種
開
始
月
・
年
齢

で
回
数
が
異
な
り
ま
す

【
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】１
歳
の
誕
生
日
前
日
ま

で
／
１
回
／
保
健
師
に
よ
る
訪
問

な
ど

【
四
種
混
合
】生
後
３
か
月
か
ら
７

歳
６
か
月
に
な
る
前
日
ま
で
／
４

回
／
保
健
師
に
よ
る
訪
問
な
ど

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
】（
１
期
）

１
歳
か
ら
２
歳
の
誕
生
日
前
日
ま

で
／
１
回
／
保
健
師
に
よ
る
訪
問

な
ど（
２
期
）小
学
校
入
学
前
の
１

年
間
／
１
回
／
小
学
校
入
学
前
年

度
４
月
上
旬
に
郵
送

【
水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）】１
歳
か
ら

３
歳
ま
で
の
誕
生
日
前
日
ま
で
※

り
患
者
は
対
象
外
／
２
回
／
保
健

師
に
よ
る
訪
問
な
ど

【
日
本
脳
炎
】（
１
期
）生
後
６
か

月
か
ら
７
歳
６
か
月
に
な
る
前
日

ま
で
／
３
回
／
保
健
師
に
よ
る
訪

問
な
ど（
１
期
特
例
措
置
）①
平
成

７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
90
か
月
以
上
20

歳
未
満
の
未
接
種
者
②
平
成
19
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
10
月
１

日
生
ま
れ
で
９
歳
以
上
13
歳
未
満

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
相
談

「
子
ど
も
す
こ
や
か
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」

　
子
ど
も
と
子
育
て
中
の
保
護
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
土
・

日
曜
日
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

期
日
＝
４
月
１
日（
木
）か
ら

時
間
＝
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
土
・
日

曜
日
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時
※

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
直
接
ま

た
は
電
話
な
ど
で
、
子
育
て
相

談
課（
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）、

☎
０
１
２
０
‐
１
０
‐
７
８
６

７
、
☎
43
２
０
０
０
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
47
１
１
５
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

kosodatesodan@
city.kiryu.

lg.jp

）へ
。

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は

お
早
め
に

　
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
予

診
票
を
配
布
し
ま
す
。
予
防
接
種

協
力
保
険
医
療
機
関
に
連
絡
の
う

え
、
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
通
知
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ワ
ク
チ
ン
名
】接
種
期
間
／
接
種

回
数
／
予
診
票
配
布
方
法

【
ロ
タ
】初
回
は
生
後
14
週
６
日
ま

子
育
て

持
ち
物
＝
帽
子
、
長
靴
、
雨
具
、

飲
み
物
※
５
月
、
10
月
開
催
の
講

座
は
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

未
来
へ
は
ば
た
け　

山
田

製
作
所
桐
生
が
岡
動
物
園

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
＝
未
来
へ
は
ば
た
け

　
山
田
製
作
所
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

▼
キ
ー
パ
ー
ズ
ト
ー
ク

　
飼
育
員
が
各
動
物
舎
前
で
動
物

の
生
態
な
ど
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

時
間
は
20
分
程
度
で
す
。

【
５
月
１
日（
土
）】

①
ペ
ン
ギ
ン
…
午
前
10
時
か
ら
②

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
…
午
前
11
時
か

ら
③
ヒ
ツ
ジ
…
午
後
１
時
か
ら
④

カ
ピ
バ
ラ
…
午
後
２
時
か
ら

【
５
月
２
日（
日
）】

①
ラ
イ
オ
ン
…
午
前
10
時
か
ら
②

カ
ン
ガ
ル
ー
…
午
前
11
時
か
ら
③

リ
ク
ガ
メ
…
午
後
１
時
か
ら
④
キ

リ
ン
…
午
後
２
時
か
ら

▼
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
解
答
用
紙
に
各
動
物
舎
前
に
あ

る
問
題
の
答
え
を
記
入
し
、
同
動

物
園
管
理
事
務
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
小
学
校
６
年
生
以
下
の
全

問
正
解
者（
先
着
５
０
０
人
）に
は
、

景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
回

答
用
紙
は
同
動
物
園
北
門
と
南
門

に
あ
り
ま
す
。

期
日
＝
５
月
１
日（
土
）・
２
日

（
日
）

時
間
＝
開
園
か
ら
午
後
４
時
ま
で

自
然
観
察
の
森
行
事

　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

③
は
申
込
不
要
で
す
。

申
し
込
み
＝
４
月
７
日（
水
）か
ら

自
然
観
察
の
森（
☎
65
６
９
０
１
）

へ
。
※
火
曜
日
、
４
月
30
日（
金
）

は
休
園

①
カ
ッ
コ
ソ
ウ
観
察
会

期
日
＝
４
月
11
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
、
午
前

11
時
～
正
午

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
各
８
人（
先
着
順
）

②
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
４
月
25
日（
日
）、
５
月
９

日（
日
）

時
間
＝
午
前
５
時
30
分
～
７
時

集
合
場
所
＝
観
察
の
森
駐
車
場

募
集
人
数
＝
各
15
人（
先
着
順
）

③
み
ん
な
で
春
の
森
を
歩
こ
う

期
日
＝
５
月
３
日（
祝
）
～
５
日

（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

④
里
山
保
全
講
座

期
日
＝
５
月
９
日（
日
） 

、
６
月

20
日（
日
）、
８
月
29
日（
日
） 

、

10
月
17
日（
日
） 

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
６
月
、
８
月
開
催
の
講
座
は
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
中
学
生
以
上

募
集
人
数
＝
９
人（
先
着
順
）

くらしガイド

の
未
接
種
者
／
１
期
未
接
種
分
の

回
数
／
子
育
て
相
談
課（
２
期
）９

歳
以
上
13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

／
１
回
／
９
歳
誕
生
日
の
翌
月
に

郵
送（
２
期
特
例
措
置
）平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
20
歳
未
満
の
未
接
種

者
／
子
育
て
相
談
課

【
二
種
混
合
】11
歳
か
ら
13
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
／
１
回
／
小
学
校

６
年
４
月
上
旬
に
郵
送

【
子
宮
頸け
い

が
ん（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）】小
学
校
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
／
３
回

／
希
望
者
に
は
子
育
て
相
談
課
で

予
診
票
を
発
行

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）

マ
マ
＆
パ
パ
教
室

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

対
象
＝
令
和
３
年
７
月
・
８
月
出

産
予
定
の
妊
婦
と
夫

募
集
人
数
＝
15
組（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

申
し
込
み
＝
各
回
の
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
で
子
育
て
相
談
課（
☎

43
２
０
０
９
）へ
。

第
１
回
＝「
今
知
り
た
い
！
マ
マ

＆
パ
パ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
と
栄
養

の
こ
と
」、「
お
産
の
経
過
と
過
ご

し
方
、産
後
の
生
活
と
母
乳
育
児
」

と
題
し
た
講
話
と
希
望
者
へ
の
助

産
師
相
談

期
日
＝
５
月
11
日（
火
）　
↖



人口と世帯（２月 28日現在）

人口 108,033人 （ －131人）

男 52,130人 （  －64人）

女 55,903人 （  －67人）

世帯 49,685世帯 （ －32世帯）

（ ）内は前月比

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
５
時

第
２
回
＝
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
な
ど

期
日
＝
５
月
15
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午
※
１
組

30
分
程
度
の
個
別
沐
浴
実
習
で
す
。

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
５
月
13
日（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課（
☎
43
２
０
０
０
）へ
。

発
達
相
談
会

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
を
心
理
士
が
お
受

け
し
ま
す
。

期
日
＝
５
月
10
日（
月
）・
17
日

（
月
）・
21
日（
金
）・
22
日（
土
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課（
☎
43
２
０
０
０
）へ
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業

　
市
で
は
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の

登
録
者
が
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹

細
胞
を
提
供
し
た
場
合
に
診
療
な

健
康

ど
の
日
数
に
応
じ
、
日
額
２
万
円

（
最
大
７
日
分
）を
助
成
し
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
あ
る
事
業

所
の
従
業
員
は
助
成
の
対
象
外
に

な
る
な
ど
の
条
件
や
、
必
要
書
類

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課（
☎

内
線
３
０
５
）

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
人

の
た
め
の「
プ
レ
わ
た
ら
せ

健
康
診
査
」

　
身
体
計
測
、
内
科
診
察
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
個
別
検
診
の
み

で
実
施
し
、
わ
た
ら
せ
総
合
検
診

で
は
行
い
ま
せ
ん
。

期
間
＝
６
月
１
日（
火
）
～
10
月

30
日（
土
）

場
所
＝
登
録
保
険
医
療
機
関

対
象
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
事
業
所
健
診
な
ど
を
受

け
な
い
人

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
５
月
６
日（
木
）か
ら

31
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
で
健
康

長
寿
課（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線

２
６
７
・
２
６
８
）、
新
里
・
黒

保
根
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込

み
後
、
決
定
通
知
書
兼
受
診
券
が

届
い
た
ら
、
登
録
保
険
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
定
期
接
種
と
任
意
接
種
が
あ
り
、

対
象
者
と
費
用
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
し
た
人
は
対
象
外

で
す
。
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
、

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間
＝
４
月
１
日（
木
）
～
令
和

４
年
３
月
31
日（
木
）

【
定
期
接
種
】

対
象
＝
①
令
和
３
年
度
中
に
65

歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・

90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
に
な
る

人
②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
疾

患
・
免
疫
不
全
の
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
を
持
つ
人
※
対
象
者
に
は
、

４
月
に
予
診
票
を
郵
送

費
用
＝
２
０
０
０
円
※
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
無
料

場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し
た

接
種
医
の
い
る
協
力
保
険
医
療
機
関

と
群
馬
県
内
相
互
乗
り
入
れ
予
防

接
種
に
協
力
す
る
保
険
医
療
機
関

申
し
込
み
＝
電
話
で
希
望
す
る
医

療
機
関
へ
。
接
種
を
受
け
る
と
き

に
は
、
予
診
票
を
保
険
医
療
機
関

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
任
意
接
種
一
部
助
成
】

対
象
＝
接
種
日
に
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
65
歳
以
上
で
定
期
接

種
対
象
外
の
人
※
任
意
接
種
を
受

け
た
場
合
、
定
期
接
種
は
対
象
外

費
用
＝
接
種
費
用
か
ら
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
額
※
費
用
は
保

険
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す

場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し

た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険
医
療

機
関

申
し
込
み
＝
電
話
で
協
力
保
険
医

療
機
関
へ
。
接
種
の
際
に
は
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
を
保
険

医
療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課（
☎

内
線
２
６
７
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
イ
ンin
桐
生

　
群
馬
大
学
大
学
院
理
工
学
府
元

教
授
の
大
澤
研
二
さ
ん
が「
科
学

雑
感
」と
題
し
、
お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
10
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円（
飲
み
物
代

を
含
む
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１
１
５
２
‐

０
０
８
３
） 

へ
。

●
桐
っ
こ
市

期
日
＝
４
月
３
日
か
ら
５
月
29
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
地
方

卸
売
市
場（
☎
46
６
２
８
２
）

●
大
川
美
術
館
企
画
展

20
世
紀
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
１
２
０

期
日
＝
４
月
20
日（
火
）
～
６
月

20
日（
日
）※
５
月
３
日
を
除
く
月

曜
日
、
５
月
６
日（
木
）は
休
館

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、高
校・

大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館（
☎

46
３
３
０
０
）

意見提出手続（パブリックコメント）

※案は、担当課、市民相談情報課、新里・
黒保根支所、各公民館、市ホームページに
あります。

案件名＝桐生市庁舎建設基本計画（案）
募集期間＝４月23日（金）まで
担当課＝総務課庁舎建設準備室（☎内
線221・559）

20

39

21 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



広報きりゅう令和３年４月号 22

くらしの便利ガイド

乳 幼 児 の 健 康 診 査 な ど
子育てぷらす

　子育て支援センターは、保健福祉会
館や市内の保育園などに12か所あり
ます。乳幼児とその親が交流を深めた
り、同じような年齢を持つ親子同士で
交流したりすることができます。また、
子育ての不安や悩みを保育士に相談す
ることもできます。乳幼児と二人きり
の毎日に行き詰まったとき、ふとした
ことで生まれた悩みを一人で考え込ん
でしまうとき、気分転換したいときに
気軽に足を運んでみてください。

問い合わせ＝子育て相談課子育て支
援センター（☎46‐5031）

子育て支援センター
　新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止のため健
康診査などが延
期・中止となる
場合があります。
対象者に通知を
送付しますので
ご確認ください。
　市ホームペー
ジや桐生ふれあ
いメールでも確
認できます。
問い合わせ＝子
育て相談課（☎
43‐2003、43
‐2009）

行事 期日 場所
３か月児健康診査 ５/10（月）

保健福祉
会館

（末広町）

１歳児かみかみ教室 ５/31（月）

１歳６か月児健康診査
５/17（月）
５/21（金）

２歳児歯科健康診査 ５/25（火）
３歳児健康診査 ５/19（水）
育児相談 ５/28（金）
すこやか栄養相談 随時
もぐもぐ離乳食 ５/７（金）
ステップアップ！離乳食 ５/７（金）

３歳児健康診査 ５/27（木）
新里総合
センター

３階
３か月児健康診査 ５/13（木） 新里町

保健文化
センター

１歳児かみかみ教室 ５/18（火）
育児相談 ５/12（水）

各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市民相談室（市役所２階）
市民相談室（☎内線355・503）
※電話での相談にも応じます

無料法律相談
（弁護士による相談）
※２週間前から要予約（午前９
時～午後４時）

４月１日・８日・15日・22日、５月６日の
各木曜日、午前10時～正午

市民相談室（市役所２階）市民相談室（☎内線355・503）

人権相談
（人権侵害や差別などに関する
相談）
行政相談

（国などの仕事への要望・苦情）

（人権相談のみ）４月13日（火）・27日（火）
（行政相談のみ）４月６日（火）・20日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）

人権相談…地域づくり課（☎
内線317）
行政相談…市民相談室（☎内
線355・503）

４月１日（木）、５月６日（木）
午前９時30分～11時30分

新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

４月20日（火）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
※対象＝15歳～49歳の人と家族

（働くことに関する相談）

４月21日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火・水・木・金曜日、第２・４土
曜日の午前10時～午後６時）

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーショ
ン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

コロナ禍相談窓口
（事業者向け経営相談） 火・木曜日（祝日を除く）※電話で要確認 職業訓練センター

群馬県よろず支援拠点専用電
話（☎070‐4195‐4729）

子育て相談
（子育て相談に関すること）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎0120‐10‐
7867、☎43‐2000、kosodate
sodan@city.kiryu.lg.jp）土・日曜日（祝日を除く）

午前10時～午後４時
保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。



※受診の際は各病医院などに事前に問い合わせください。休日当番医・接骨院
は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分
※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）

　４・５月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

４月４日
（日）

小児科 療育センターきぼう（73 ‐ 2605）みどり市大間々町
内・呼吸器科 さかいのクリニック（44 ‐ 8557）境野町二丁目
耳鼻咽喉科 かねこ耳鼻咽喉科クリニック（46‐8723）みどり市笠懸町

11 日
（日）

内・小児科 志鳥クリニック（76 ‐ 9998） みどり市笠懸町
内科 日新病院（30 ‐ 3660） 菱町三丁目
整形外科 桐生整形外科病院（40 ‐ 2600） 相生町一丁目

18 日
（日）

小児科 アウルこどもクリニック（70 ‐ 2112）新里町山上
内・循環器科 山口クリニック（54 ‐ 4153） 広沢町六丁目
眼科 みなみ眼科（43 ‐ 3180） 境野町一丁目

25 日
（日）

内・小児科 田中医院（54 ‐ 5012） 広沢町二丁目
内科 かわうち内科クリニック（65 ‐ 6500）川内町三丁目
泌・内科 くりた医院（70 ‐ 7800） みどり市笠懸町

29 日
（祝）

内・小児科 新宿医院（44 ‐ 5930） 新宿一丁目
内・消・循環器科 矢部クリニック（45 ‐ 3711） 錦町一丁目
外・眼科 桐生クリニック（54 ‐ 1350） 広沢町二丁目

５月２日
（日）

内・小児科 永田医院（22 ‐ 5122） 末広町
内科 まろ医院（44 ‐ 6031） 本町三丁目
産婦・内科 たかのす診療所（65 ‐ 9229） 川内町二丁目

３日
（祝）

小児科 みらいこどもクリニック（47 ‐ 8200）みどり市笠懸町
内科 木村クリニック（44 ‐ 7781） 本町四丁目
整形外科 岩下病院（22 ‐ 0151） 本町四丁目

４日
（祝）

内・児・循環器科 関田内科クリニック（54 ‐ 2511）相生町五丁目
内科 クリニック樹（30 ‐ 8808） みどり市笠懸町
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科　設楽医院（54 ‐ 1517）相生町二丁目

５日
（祝）

内・小児科 前川内科医院（53 ‐ 4114） 相生町二丁目
内科 雨宮内科医院（44 ‐ 7753） 東二丁目
耳鼻咽喉科 大前医院（22 ‐ 3387） 元宿町

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月 ~土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分 ~10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）

納税課からのお知らせ

時間＝午前８時30分～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
※�市役所パスポート窓口は午前９時から
午後４時30分までです。
日曜窓口（住民基本台帳・戸籍業務）
時間＝午前９時～午後１時
〇�市役所

期日＝�４月４日・18日、５月２日
〇�新里支所、境野・広沢・梅田・�
相生・川内・菱公民館
期日＝�４月４日、５月２日
※マイナンバー業務は、市役所と新里
支所で４月４日、５月２日に受け付け
ます。なお、マイナンバーカード交付
は、時間を延長する場合があります。
詳しくは市民課（☎内線246）へ。

４・５月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院 場所

４月４日近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々町
（日） 福間接骨院（44‐5100） 東七丁目
11 日 藤倉接骨院（43‐5374） 境野町六丁目

（日） のざわ接骨院（46‐8915）みどり市笠懸町
18 日 武井接骨院（77‐1156） みどり市笠懸町

（日） ひろさわ接骨院（46‐6633）広沢町六丁目
25 日 中村接骨院（32‐1878） 梅田町一丁目

（日） みのる接骨院（55‐1511）相生町二丁目
29 日 中島整骨院（22‐8555） 宮前町一丁目

（祝） すわ接骨院（46‐0901） 末広町
５月２日岩崎接骨院（47‐2204） 東一丁目
（日） ふえき接骨院（65‐5125）川内町四丁目

３日 大川接骨院（44‐1151） 境野町一丁目
（祝） 馬場接骨院（73‐7455） みどり市大間々町

４日 桐生にしで接骨院（46‐9992）巴町二丁目
（祝） ながや接骨院（74‐5938）新里町新川

５日 かしわせ接骨院（43‐6571）本町三丁目
（祝） くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町

　４月・５月は、市税の滞納整理を
強化します。令和２年度までの市
税に未納がある人は早急に納付し
てください。
　納付が困難な事情がある場合は、
納税課（☎内線237 ～ 240）へご相
談ください。

市役所・支所業務時間

広
告

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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シリーズ　「施設紹介」　第２回

長
は せ

谷 尚
なおひさ

久ちゃん
３歳１か月

（川内町三丁目）

田
た な か

中 杏
あんじゅ

樹ちゃん
１歳４か月

（相生町一丁目）

中
なかじま

島 明
あ か り

香里ちゃん
２歳８か月

（境野町六丁目）

森エンジニアリング
桐生スタジアム

　森エンジニアリング桐生スタジアムは、公式記録を計

測できる第３種公認の競技場であり、サッカー、ラグビー

の公式規格にも対応しています。

　陸上競技場として昭和 39 年に開設して以来、屋外ス

ポーツ活動の拠点施設としての役割を担っていますが、

さらなるスポーツ振興・発展のため、令和元年度から始

まった大規模改修工事は、３月５日に完了し、同スタジ

アムは、３月 21日から利用できるようになりました。
３月 20 日（祝）、五輪女子マラソン銀メダリスト有森裕子
さんなどを招いてオープニングイベントを行いました。

場所＝元宿町 17‐ 33

施設＝全天候 400 メートルト

ラック（第 3種公認、サッカー・

ラグビーの公式規格に対応）

観客席＝ 692席

使用料＝詳しくは、市ホームペー

ジをご覧いただくか、お問い合わ

せください。

問い合わせ＝スポーツ・文化振興課

スポーツ振興担当（☎内線657）

施設案内

酒
さ か い

井 陽
ひ な み

菜美ちゃん
１歳 11 か月

（相生町一丁目）

パチリいい顔

桐生っ子
　市内に居住する３
歳まで（申し込み
時）の桐生っ子を紹
介します。
問い合わせ＝魅力発
信課（☎内線505）
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